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全額貸倒引当金計上済の子会社に対する債権放棄に関するお知らせ 
 

当社は、本日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるSJ ASIA PACIFIC LIMITED（以下、「SJAP」といいます。）

の債権を全額債権放棄することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 
 
１．債権放棄の理由 

当社は過去に行っていた中国投資事業の整理を進め、 後に残った SJAP は中国投資事業の中間持株会社の位置づけであ

りました。 
このたび、SJAP の会社清算手続きの一環として債権放棄を行うものであります。 

 

２．SJAP の概要 

（１） 名称 SJ ASIA PACIFIC LIMITED 

（２） 所在地 Trident Chambers, PO Box 146, Road Town Tortola, British Virgin Islands 

（３） 代表者の役職・氏名 Director 八木隆二、Director 山口健治 

（４） 事業内容 中間持株会社 

（５） 資本金 43,472 千 USD※１（4,618百万円） 

（６） 設立年月日 2005年３月23日 

（７） 純資産 △33,907 千 USD※１（△3,602百万円） 

（８） 総資産 5 千 USD※１（0.5百万円） 

（９） 決算期 ３月 

（10） 出資比率 当社 100％ 

※１ 為替レート106.24円／USD適用（2018年３月31日現在） 

 

３．債権放棄の内容 

（１） 債権の種類および金額 

貸付金     9,980 千 USD※２（1,122百万円） 

未収入金  23,932 千 USD※２（2,692百万円） 

合計    33,913 千 USD※２（3,815百万円） 

（２） 実施日 2018 年 10 月 31 日 

※２ 為替レート112.51円／USD適用（2018年10月30日現在） 

 

４．業績に与える影響 

 上記の債権放棄額である33,913 千 USD※２（3,815百万円）は、個別決算では過年度において全額貸倒引当金を計上済み

であり、子会社では同額の債務免除益が発生しますが、当社では同額の債権放棄損を計上するため、連結決算において相

殺消去されることから、当該債権放棄による個別および連結業績に与える影響は軽微であると考えております。今後開示

すべき事項が発生した場合には速やかに開示いたします。 

 

以 上 


